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シンポジウム
病いと共に生きる人々を支えるコラボレーション －看護の果たす役割と課題－
ファシリテーターの藤田佐和氏の進行のも
と､ ４名のシンポジストの方々から､ 医療現
場におけるコラボレーションの実態や課題に
ついてお話しいただき､ その後フロアーとの
交流会を行い､ ２時間半という時間は充実し
たものとなった｡
小迫氏より､ がん看護専門看護師という立
場から､ 臨床場面における専門看護師の果た
す役割､ 特に疼痛緩和のためにどのようにコ
ラボレーションしているのかということにつ
いてお話しいただいた｡ 高橋氏は､ 医師とい
う立場から､ 神経難病の医療におけるコラボ
レーションについて話された後､ 看護に対す
る期待を語られた｡ 武田氏からは､ ソーシャ
ルワーカーという立場から､ 家族や関係機関
とのコラボレーションの実態について話して
いただいた｡ 佐藤氏は､ 在宅支援の中核をな
す訪問看護の実態やその中でのコラボレーショ
ンについて話してくださった｡ シンポジウム
を通して､ 看護者がチームの一員であること
の意識を高め､ ケアの質を高めていくために
いかにコラボレーションをしていくのかとい
う必要性に着目し､ 実践していくことを再確
認することができた｡
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